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幸
多
き
一
年
に

な
り
ま
す
よ
う
に

旧阿部家



年男・年女 に聞きました！

阿蘇 清子さん（楯山）
1927年（昭和2年）生まれ

若いときから民謡の会に所属して
うたったり太鼓演奏の指導をしてき
ました。声を出したり体を使うこと
が健康につながったのだと思います。
今は市内の娘夫婦と一緒に暮らし

週３日は楯山に帰ってきていますが、
訪ねてきたご近所さんや友だちとこ
れからもお話しを楽しみたいと思い
ます。

2011年（平成23年）生まれ

中学校生活で力を入れたいことは二
つあります。一つ目は苦手な勉強を克
服することです。社会が苦手なので授
業に集中して話を聞いて、苦手意識を
持たずにチャレンジするようにしたい
です。二つ目は友達関係です。相手に
よって態度を変えないということを頑
張りたいです。自分がされると嫌なの
で相手にもしないようにします。ただ
の目標で終わらないように頑張ります。

石黒 一喜さん（西坂本）
1939年（昭和14年）生まれ

平成9年に妻に先立たれ、以来20数
年一人暮らしをしています。この間、
特に食事や運動など健康に気を使っ
たわけではありませんが、おかげさ
まで大した病気もせず元気に暮らし
ています。
7回目の年男を迎えましたが、これ

からも悩み事を抱えず淡々と生きて
いきたいと思います。

石川 道夫さん（元田沢）
1951年（昭和26年）生まれ

花や野菜作りが生きがいです。
庭に母親が植えたダリヤがあったこ
とから自分でも手入れをし始め、今
では気に入った花を咲かせる球根が
100株ほどに増えました。
秋に球根を掘り起こし春に植え付

けたりと作業も大変ですが、これか
らも大事に育てて道行く人の目も楽
しませたいです。

2011年（平成23年）生まれ

僕の今年の目標はいろんな人を助け
てあげることです。自分が困っていた
ら助けを求めたりなどと助け合いがで
きたらいいなと思いました。そして６
年生になるので新しい１年生はきっと
困っていることがあると思うので助け
てあげたいです。南平田小にも早くな
じめるように支えてあげたいです。６
年生なので勉強もものすごく難しいと
思うので勉強も張り切って頑張りたい
です。目標を達成したいです。

2011年（平成23年）生まれ

私の今年の目標は、中学生になって
新しい友達と仲よく元気に過ごすこと
です。初めて会う人にも自分から話か
けて、仲よくしたいです。
そして、勉強も頑張りたいです。中

学生はテスト一つ一つが大切なので、
授業をしっかり聞いて、その日習った
ことはその日のうちに復習するように
したいです。中学校では、今まで以上
に勉強や運動を頑張りたいと思います。

はるま

土岐 悠馬さん（元田沢）
ゆ め

岩間 優芽さん（元田沢）
しゅんぺい

石井 竣平さん（元田沢）



丸山 千鶴子さん（元田沢）
1963年（昭和38年）生まれ

今年はバイクでいっぱい走りたい。リターンライダー６年
目。大型乗りの友達と出会い去年に大型免許取得。女性だけ
のツーリングチームでの行ったことのない所、おしゃれなカ
フェやお店。仲間達からもらう元気。わくわく感に気分転換。
仕事も介護も頑張ったうえでバイクライフを楽しんで行きた
い。

阿部 敬子さん（小林山元）
1951年（昭和26年）生まれ

私は旅をすることが大好きです。これまでも韓国、中国、
ハワイ、フランス等にも足を運びました。外から自分の地域
を見ることで、思いがけない地域の良さを発見できるからで
す。また、鑑定団や世界遺産のテレビ番組も大好きです。コ
ロナが終息したら、骨とう市や美術館巡りに出かけたいです。

岸 美幸さん（田沢新田）
1975年（昭和50年）生まれ

仕事と家事に忙しい日々を送っています。そんな私の唯一
の楽しみは韓国ドラマを観ること。家族が契約しているユー
ネクストというチャンネルでほぼ毎日ドラマ鑑賞しています。
韓国ドラマはストーリー性に富み人間の感情を細やかに表現
している作品が多く、はまっています。
正月休みは韓国ドラマざんまいで感激に浸りたいです。

石黒 紀里子さん（楯山）
1999年（平成11年）生まれ

感動の「感」、感情の「感」、感性の「感」、そして感謝
の「感」。2022年に引き続き、変化の多い1年になりそうで
す。様々な形で自分をアウトプットし、感覚のままに進んで
いきたいです。
今年はどんな人に出会い、どんな場所に行って、どんな景

色を見て、自分がどんなことを感じるのか。今から楽しみで
す！

石川 ゆかさん（田沢新田）
1987年（昭和62年）生まれ

去年はいろいろな出来事があり、大変な一年でした。今
はＳＮＳなどのインターネット社会で便利な反面、見えない
所での非謗中傷もあり、大人も子供も様々なストレスの中で
生活していると思います。命を大切に、お互いに思いやりを
持って尊重し合えるような世の中になって欲しいと願います。
今年は卯年！ウサギのように大きく飛躍できるような楽し

い一年になれるよう、私も頑張りたいと思います。

髙橋 千栄さん（小林山元）
1963年（昭和38年）生まれ

普段見過ごしてしまうような草花や空に浮かぶ雲をスマホ
で自分なりに写真に収めるのが好きです。道端に咲く雑草の
小さな花を見つけるとついスマホを向けて、カシャッ！また
猫も大好きで、野良猫でもなんでも写真に収めてしまいます。
こんなたわいのないことで幸せを感じます。これからも自然
や動植物への感性を失わずに生きていきたいです。



地
震
に
備
え
る

前
号
で
は
局
地
的
豪
雨
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て

特
集
し
ま
し
た
が
、今
号
で
は
、地
震
災
害
の
備
え

に
つ
い
て
酒
田
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
防
災
士
の

阿
部
一
郎
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「自
分
は
大
丈
夫
」と
い
う
思
い
か
ら
抜
け

出
そ
う毎

年
、
日
本
の
ど
こ
か
で
大
き
な

自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
る
の
に
、

な
ぜ
人
は
災
害
に
備
え
な
い
の
で

し
ょ
う
か
？
な
ぜ
い
つ
も
逃
げ
遅
れ

る
人
が
出
る
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ

は
「
自
分
は
大
丈
夫
」
と
い
う
思
い

に
人
は
と
ら
わ
せ
る
か
ら
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
正
常
化
バ
イ

ア
ス
（
偏
見
）
と
言
い
ま
す
。

自
分
に
と
っ
て
都
合
の
悪
い
情
報

を
無
視
し
た
り
過
少
評
価
し
て
し
ま

う
こ
と
は
人
間
の
特
性
で
、
誰
で
も

持
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

災
害
か
ら
身
を
守
る
に
は
、
自
分

は
大
丈
夫
と
い
う
思
い
か
ら
抜
け
出

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
室
内
の
備
え
】

○
地
震
に
よ
る
負
傷
者
の

3
0
％
～
5
0
％
は
、
家

具
類
の
転
倒
・
落
下
・

移
動
が
原
因
で
す
。

特
に
寝
室
や
、
子
ど
も
や

お
年
寄
り
の
い
る
部
屋
に

は
家
具
を
置
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

○
背
の
高
い
家
具
を
置
く
場

合
は
、
倒
れ
な
い
よ
う
に

L
字
金
具
や
支
え
棒
な
ど

で
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

○
背
の
低
い
家
具
を
置
く
場

合
で
も
、
家
具
の
手
前
に

小
さ
な
板
な
ど
を
差
し
込

ん
で
、
壁
や
柱
に
寄
り
か

か
る
よ
う
に
固
定
し
て
く

だ
さ
い
。

有
事
に
備
え
た
地
区
防
災
計
画

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

災
害
時
に
は
近
隣
の
住
民

同
士
の
協
力
が
必
要
不
可
欠

で
す
。

高
齢
化
が
年
々
進
み
、
災

害
時
に
支
援
の
必
要
な
人
が

今
後
ま
す
ま
す
増
え
て
き
ま

す
。自

治
会
ご
と
に
集
落
内
を

点
検
し
、
災
害
か
ら
お
互
い

の
身
を
守
る
た
め
の
具
体
的

な
地
区
防
災
計
画
作
り
の
た

め
の
話
し
合
い
が
今
、
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

自
分
の
安
全
は
自
分
で
守
る
こ
と
が
基
本

災
害
被
害
の
軽
減
は
『
自
助
・
共

助
・
公
助
』
の
効
率
的
な
連
携
で
実

現
さ
れ
ま
す
が
、
基
本
は
、
自
助
す

な
わ
ち
「
自
分
の
安
全
は
自
分
で
守

る
こ
と
」
で
す
。

特
に
大
事
な
の
は
「備
え
」で
す

「
自
分
の
安
全
は
自
分
で
守
る
こ
と
」

で
特
に
大
事
な
こ
と
は
、
「
備
え
」
で

す
。
地
震
の
場
合
の
「
備
え
」
に
つ
い

て
、
重
要
だ
と
思
う
こ
と
を
紹
介
し
ま

す
。

防災特集 第２弾

酒田防災ネットワーク防災士
阿部 一郎 さん

【
物
の
備
え
】

○
ひ
と
た
び
大
規
模
な
地
震

が
起
こ
れ
ば
物
資
供
給
の

停
滞
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

日
頃
利
用
し
て
い
る
食
料

品
や
生
活
必
需
品
を
少
し

多
め
に
買
い
置
き
し
て
お

く
「
日
常
備
蓄
」
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

○
電
気
や
水
道
な
ど
が
止
ま

る
被
害
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

自
宅
で
避
難
生
活
を
送
る

た
め
に
備
え
て
お
く
べ
き

品
目
や
量
を
家
族
で
考
え
、

備
蓄
品
と
し
て
そ
ろ
え
て

お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

3
日
か
ら
7
日
分
が
目
安

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
避
難
の
備
え
】

○
地
震
被
害
に
よ
り
自
宅
で

の
生
活
が
困
難
に
な
っ
た

場
合
を
想
定
し
て
、
避
難

先
と
安
全
な
非
難
経
路
を

事
前
に
確
認
し
家
族
で
決

め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。



旧
阿
部
家
は
酒
田
市
の
指
定
文
化
財
、

つ
ま
り
地
域
の
宝
物
で
す
。
そ
ん
な
旧

阿
部
家
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
茅
葺
き

屋
根
。
茅
葺
き
っ
て
昔
話
に
出
て
く
る

過
去
の
も
の
、
と
考
え
て
い
る
人
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

実
は
、
二
○
二
○
年
十
二
月
に
は

「
茅
葺
」
と
「
茅
採
取
」
を
含
む
「
伝

統
建
築
工
匠
の
技
」
が
ユ
ネ
ス
コ
の
無

形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
世
界
的
に

も
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
。

茅
葺
き
は
、
身
近
な
自
然
か
ら
得
ら

れ
る
素
材
か
ら
暮
ら
し
の
基
盤
を
支
え

る
技
、
い
の
ち
と
資
源
が
循
環
し
ゴ
ミ

も
二
酸
化
炭
素
も
出
な
い
生
活
の
知
恵
、

そ
し
て
、
地
域
の
風
土
の
中
で
育
ま
れ

た
、
か
け
が
え
の
な
い
文
化
な
の
で
す
。

地域おこし協力隊
内藤 小容子 さん

10月30日(日)、旧阿部家を会場に、かやぶき屋根に根付いたどんぐりの創作紙芝居口演と
実際にかやぶき屋根に触れてみる催しが開かれ、市内はもちろん秋田県からのお客さんなど
多くの人でにぎわいました。
旧阿部家の屋根に根付いたどんぐりの物語りを考え当日の催事を企画したのは平田地域を

活動拠点とする酒田市地域おこし協力隊の内藤小容子さん。紙芝居の絵を担当したのは実際
に茅葺職人として活躍している荒愛理さん。
お二人に、かやぶき屋根にまつわる想いと紙芝居絵の創作についてお話しを伺いました。

茅葺き屋根に触れてみる

紙芝居風景

紙芝居の口演は、よねさんこと
米田 左之助 さん

制
作
は
、
物
語
を
説
明
し
す
ぎ
な
い
よ
う

に
心
が
け
ま
し
た
。
絵
画
作
品
の
多
く
は
、

鑑
賞
者
の
五
感
を
揺
さ
ぶ
っ
た
り
、
体
験
や

原
風
景
か
ら
想
像
を
巡
ら
せ
ま
す
。
最
初
こ

そ
、
動
植
物
は
間
違
い
の
な
い
よ
う
図
鑑
を

し
っ
か
り
と
見
て
・
・
・
と
構
え
て
ま
し
た

が
、
次
第
に
「
概
念
と
か
要
ら
な
い
か
も
」

と
遊
ぶ
よ
う
に
。
“
自
然
”
と
は
、
そ
う
い

う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

紙
芝
居
と
い
う
特
殊
な
分
野
で
す
が
、
い

え
、
大
切
な
テ
ー
マ
を
持
つ
こ
の
紙
芝
居
だ

か
ら
こ
そ
、
一
枚
一
枚
に
力
の
あ
る
絵
画
と

し
て
意
識
し
ま
し
た
。

・
・
・
と
は
言
え
、
屋
根
に
登
っ
て
い
て

も
絵
筆
を
握
っ
て
い
て
も
根
底
に
あ
る
想
い

は
同
じ
で
す
。
茅
葺
き
屋
根
の
あ
る
風
景
を

守
り
た
い
。
そ
の
周
り
を
と
り
ま
く
環
境
っ

て
、
ど
ん
な
に
美
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

紙芝居の絵を担当した
荒 愛理 さん

～ 紙芝居の一場面 ～

表紙 かやぶき屋根に
根づいたどんぐり

どんぐりを
見つけたカケス

山里の四季 いのちはめぐる



10月16日（日）
里山DAYｉｎたざわ

田沢川ダム

小林温泉

旧阿部家

やまもと農村
交流センター

ボート・カヌー体験

堤体見学

浄水実験コーナー

ピザ作り体験

木工クラフト教室

オカリナ・ギター演奏会

旧阿部家

ダムカレー

お茶会

ピザ作り体験

大声大会

ダム提体内探検

ヨーヨー釣り

モクズガニの販売

ガニたたき汁の販売

オカリナ・ギター演奏会

お茶会

ダムカレー

平田牧場製品の販売

各種もちの販売

竹灯籠の販売

好天にも恵まれ、多くの
お客さんで賑わいました。



お
客
様
と
店
舗
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で

繋
ぎ
リ
ア
ル
な
対
話
を
通
じ
て
買
物
が
出

来
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、
こ
の
度
、
東
北

大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
地
域
の
農
産
物
を
販
売
す
る
産
直
マ
ル

シ
ェ
の
開
設
、
ネ
ッ
ト
で
首
都
圏
の
方
々

に
ご
提
供
す
る
事
も
検
討
中
で
す
。
是
非

こ
れ
か
ら
も
創
意
工
夫
を
重
ね
皆
で
地
域

を
元
気
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
山
の
向
こ
う
の
も
う
一
つ
の
日
本
」

こ
れ
は
元
駐
日
米
国
大
使
エ
ド
ウ
ィ
ン

・
Ｏ
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
博
士
の
言
葉
で

す
。
山
形
を
日
本
の
本
来
の
姿
を
思
い
出

さ
せ
る
美
し
い
と
こ
ろ
だ
と
記
し
て
い
ま

す
。

╲ みんな、おべっだが～ ╱ 一生懸命ひたむきに地域と関わり

活躍している人を紹介します。

おらほの かがやき人 がんばり人 

幼
い
こ
ろ
楯
山
の
地
域
の
方
々
に
様
々

な
形
で
面
倒
を
見
て
頂
き
育
て
て
頂
き
ま

し
た
。
日
が
暮
れ
る
ま
で
走
り
遊
ん
だ
記

憶
が
蘇
り
ま
す
。
地
域
の
皆
様
方
に
は
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
初
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、

40
年
以
上
庄
内
地
域
を
支
え
て
来
た
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
。
昭
和
、
平
成
、
令
和
と
時
が

流
れ
、
以
前
当
た
り
前
に
出
来
た
事
も
少

し
ず
つ
出
来
な
く
な
る
。
時
々
買
い
物
に

ご
来
店
頂
い
て
い
た
お
客
様
を
お
見
受
け

し
な
く
な
る
。
こ
ん
な
光
景
を
目
に
す
る

様
に
な
り
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
自
分
の

事
を
自
分
で
出
来
る
事
の
幸
せ
を
お
届
け

し
た
い
思
い
で
、
買
い
物
サ
ー
ビ
ス
を
山

元
・
田
沢
地
域
に
提
供
を
し
て
い
ま
す
。

びと びと

酒
田
市
平
田
地
区
で
就
農
し
て
４
年

目
の
阿
部
雄
人
と
申
し
ま
す
。
田
沢
地

区
に
拠
点
を
置
き
、
水
稲
、
ミ
ニ
ト
マ

ト
、
オ
ク
ラ
、
赤
カ
ブ
を
メ
イ
ン
に
栽

培
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
経
営
面
積
は

10
ｈ
ａ
を
超
え
、
う
ち
7
ｈ
ａ
弱
が
田

沢
地
区
の
経
営
面
積
で
す
。

小
さ
い
頃
か
ら
ス
キ
ー
と
一
輪
車
を

や
っ
て
お
り
、
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
活

動
し
て
き
ま
し
た
。
大
学
時
五
輪
金
メ

ダ
リ
ス
ト
の
友
人
の
言
葉
が
き
っ
か
け

で
農
業
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

大
学
時
は
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
専
用
の
寮

で
生
活
し
て
い
て
朝
晩
に
出
る
ご
飯
が

口
に
合
わ
ず
、
自
炊
す
る
昼
は
祖
母
が

作
っ
た
お
米
を
炊
い
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
を
食
べ
た
友
人
が
お
い
し
さ
に
驚
き
、

「
ア
ス
リ
ー
ト
に
と
っ
て
体
を
作
る
食

事
は
基
本
。
ま
ず
い
米
で
は
世
界
で
戦

え
な
い
。
」
と
い
う
言
葉
を
聞
き
、
世

界
や
全
国
で
活
躍
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ

選
手
に
お
い
し
い
食
事
を
食
べ
て
欲
し

い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
大
学
卒
業
後

就
農
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

地
域
全
体
の
高
齢
化
は
避
け
ら
れ
な

い
課
題
で
す
が
、
応
援
し
て
く
だ
さ
る

地
域
の
方
々

の
力
に
な
れ
る

よ
う
、
自
分
自

身
ま
だ
ま
だ
試

行
錯
誤
し
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
作

業
を
進
め
て
い

き
た
い
で
す
。

Ⅾ
✕



令和４年度の酒田市表彰で、元田沢の久松光
喜さんが市民表彰を受賞されました。長年の自
治会活動や消防団活動、農業振興活動等が評価
されたものです。本当におめでとうございます。

あ

と

が

き

おめでとうございます！

10/30 里山の食の恵み親子体験教室

やまもと会議と「食の都庄内」ブランド戦略
会議事務局が企画した体験教室。当日は、庄内
管内から９組２０名の親子が参加してモクズガ
ニ採取とガニたたき汁作りなどを体験しました。

11/6 陶芸教室

今年も鶴岡市松ヶ岡の陶芸家を講師に陶芸教
室を開催しました。受講者の皆さんは思い思い
に作品作りに熱中していました。出来上がった
作品は、２月の文化祭で展示されます。

11/13 そば打ち体験教室＆ちょこっと市

恒例となったそば打ち体験教室。今年は市内
外から４０名が参加し自分たちが打ったそばに
舌鼓を打っていました。同時に開催した地元農
産物販売のちょこっと市も大盛況でした。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

事
務
員
と
な
っ
て
か
ら
十
一
か
月
が
過
ぎ
ま
し

た
。去

年
も
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
出
来
な
か
っ
た

事
業
も
あ
り
ま
し
た
が
、
春
の
敬
老
会
か
ら
始

ま
り
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ

き
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
の
つ
な
が
り
も
た
く
さ

ん
生
ま
れ
た
年
で
し
た
。
仕
事
に
慣
れ
な
い
私

を
温
か
く
見
守
っ
て
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
も

が
楽
し
め
る
コ
ミ
振
活
動
と
、
誰
も
が
フ
ラ
ッ

と
立
ち
寄
れ
る
よ
う
な
田
沢
コ
ミ
セ
ン
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

長
堀

11/22 ロゴマーク等看板設置

元田沢地内県道沿いの前野商店さん自動販売
機施設の外壁をお借りし、田沢コミ振ロゴマー
クとキャッチフレーズを入れ込んだ看板を設置
しました。

田沢コミ振

フォトダイアリー
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